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２００２年３月期 連結決算の概要
＜ 連結損益計算書 ＞ 単位：億円

１９３

１

２００１年 ３月期
退職給付会計基準
変更時差異償却額 ６９５億円

当社単体 鉄軌道運輸成績
２００２年３月期 対 前期 比較

・輸送人員 １６,５９３千人増

１.８％ 増

・運賃収入 ３,５６９百万円増

３.１％ 増

２００２年 ３月期

営業収益

営業利益

経常利益

当期純利益

１０,５８１

５２７

１８２

１１８

２００１年 ３月期
２００３年 ３月期

業績予想
( 2002年 5月31日 時点 )

１０,１２８ １４,０００

６４３

２３６

－ ３０１

７３８

４６８

１５０

＜ 各社が連結営業収益に与える影響額 ＞ 単位：億円

東急ホテルチェーン

東急ロジスティック

東急ストア

東急車輛製造

２００２年 ３月期
２００３年 ３月期

業績予想
( 2002年 5月31日 時点 )

２７６

－

－

－

５４９

（億円）

東急ロジスティック（連結ベース） ３６６

東京通運（完全子会社） －１０８

東急運輸（合併） －６５

１９３２,７４８

２９９

２００２年 ３月期
下期より反映

２００３年３月期
通期で反映

〃

２００３年３月期
下期より反映



ホテル事業の営業譲渡

＜ ホテル事業の営業譲渡 （ ２００３年４月１日予定 ）＞

東 京 急 行 電 鉄

２

〔 新 〕 東急ホテルチェーン

東急ホテル ９ホテル ３,０９３室
エクセルホテル東急 ９ホテル ３,３１１室
東急イン ２８ホテル ６,２７３室
東急リゾート ４ホテル ６０４室

（ ２００２年４月１日現在のホテル・客室数 ）

東急ホテルマネジメント東急リネンサプライ

営業譲渡

（ホテル事業）

資産保有

経 営

ホテル事業持株会社ホテル事業持株会社

運 営



東急文化会館の閉鎖

＜ 閉 鎖 理 由 ＞

□ 象徴的施設の閉鎖
◇ 東急ゴールデンホール （ ２０００年 ７月 ）
◇ 五島プラネタリウム （ ２００１年 ３月 ）

□ 建物の老朽化 （ 開業年月 １９５６年１２月 ）

□ 東横線と営団１３号線の相互直通運転に向けた工事ヤード（ 作業基地 ）利用

＜ 今後の予定 ＞

□ ２００３年 ６月末 東急文化会館を閉鎖

□ ２００４年 ４月頃 跡地を工事ヤードとして利用 （ ２００９年頃まで ）

□ ２０１２年度 東横線と営団１３号線の相互直通運転開始

＜ 工事ヤード利用後の土地利用 ＞

□ 渋谷活性化の核として、
今後の渋谷駅周辺の全体計画と併せて具体的な検討を進めていく

３



東急東横線 渋谷駅～代官山駅間計画略図
（ 参 考 ）

現・東横線現・東横線現・東横線

田
園
都
市
線

田
園
都
市
線

代官山駅代官山駅

銀
座
線

銀
座
線

半
蔵
門
線

半
蔵
門
線

首
都
高
速

首
都
高
速

新・東横線新・東横線

営団１３号線営団１３号線

井
の
頭
線

井
の
頭
線

山手線山手線

東急文化会館東急文化会館

新・東横線新・東横線 渋谷駅渋谷駅
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４



東急文化会館と新・東横線渋谷駅との位置関係図
（ 参 考 ）

約30m

約10m

約35m

約10m

東急文化会館

新・東横線渋谷駅

明治通り

５



「自己株式の取得」「資本準備金および利益準備金の減少」

＜ 商法第２１０条に基づく自己株式の取得 ＞

目 的 ： 機動的な資本政策の遂行を可能とするため

取得の内容

株式の種類 当社普通株式

株式の総数 ２,０００万株 （ 上 限 ）

（ ２００２年 ３月３１日現在の発行済株式総数に対する割合 １.７８％ ）

総取得価額 １００億円 （ 上 限 ）

＜ 商法第２８９条第２項に基づく資本準備金および利益準備金の減少 ＞

目 的 ： 配当可能利益の充実を図るとともに、

自己株式取得など今後の機動的な資本政策の遂行を可能とするため

減少額

資本準備金 ９０,４６６,２２０,５０２円 （ 減少後 ２７,２０４,９６２,８９９円 ）

利益準備金 １３,００２,９００,８３８円 （ 減少後 ０円 ）

６



有利子負債／ＥＢＩＴＤＡ 倍率

７
* 2002年3月期及び2003年3月期のＥＢＩＴＤＡには、

東京急行電鉄の連結調整勘定償却額（販売費及び一般管理費）をそれぞれ4,196百万円、6,600百万円含めている
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（ 兆円 ） （ 倍 ）

１６ .１倍

１３.６倍

１１.５倍

１１.８倍

１０.０倍

*

■ 健全性回復の目標値 （ ２００３年 ３月 ）

有利子負債 / ＥＢＩＴＤＡ 倍率 = １０倍以下

*

＜ 株式公開会社合算 ＞

2,198,563百万円

220,120百万円
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